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V330a CTA大口径望遠鏡 2-4号機における波形記録チップDRS4のサンプリング時
間幅較正
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Cherenkov Telescope Array(CTA)計画は大中小 3種類の口径の望遠鏡を用いることで 20 GeVから 300 TeV
のガンマ線を従来の約 10倍の感度で観測する国際共同実験計画である。2018年 10月には大口径望遠鏡 (LST)初
号機がスペイン・ラパルマ島に建設が完了し、現在試験運用中である。また現在は LST2-4号機の建設が進められ
ており、2025年に 4台のフル LSTアレイでの観測予定である。LSTのカメラは 1855本の光電子増倍管 (PMT)
と 265枚の波形読み出し回路で構成されており、PMTからの信号波形を波形読み出し回路上に搭載したDomino
Ring Sampler version4(DRS4)チップによって 1 GHzでサンプリングされる。このDRS4チップにおけるサンプ
リング時間幅は不均一であることが知られている。この特性を較正することで電荷分解能の改善が期待できる。
LST2-4号機における波形読み出し回路ではサイン波生成回路が搭載されており、読み出しボードで生成したサイ
ン波によるサンプリング時間幅の較正を行う。本講演では LST2-4号機におけるサイン波を用いたDRS4サンプ
リング時間幅の較正について報告する。


